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福岡生まれの熊本育ち。　
　令和4年8月コロナ流行を
きっかけに夫の地元である高
千穂へ家族5人で移住。
　9月から総合政策課所属の
地域おこし協力隊として活動
開始。子どもを対象とした自
然体験企画の開発を担当。

甲斐　有香 Kai Yuka

ユネスコエコパークより町内の小学6年生へ卒業記念しおりを贈呈

　地域おこし協力隊ユネスコエコパーク自然体験ガイド、甲斐有香です。
　新緑の季節が過ぎ、初夏のにおいがし始めた山々。（私は虫が好きですが）
虫が増える前で気候もちょうどいいのでアウトドアに絶好の季節です。最近
は、高千穂各地の水場に赴き、夏に向けた自然体験企画を模索するととも
に、新たに知る美しい情景に高千穂の魅力を再認識しています。
　自然体験型の企画の実施以外でも、子ども達にユネスコエコパークにつ
いて知ってもらう活動にも力を入れています。その一つが、高千穂町内の小
学校卒業生全員へ贈呈した「卒業記念しおり」です。
　発案当初は「倒木しおり」でした。昨年は台風の影響で町内でも多くの倒
木を目にしたと思います。そこで、子ども達が日々のくらしの中でエコパーク
の自然を感じられるようなプレゼントとして、この倒木を利用したしおりを
作りたいと思い立ちました。さらに、しおり作成を祖母工房に相談したとこ
ろ、三田井地区にある菊ノ宮神社の倒木（ご神木）を使えることになり、より
「高千穂らしい」スペシャルな卒業記念品へと進化。こうして、工房で1つずつ
丁寧に加工された「世界に一つだけのしおり」が出来上がりました。
　そして、迎えた贈呈式。ユネスコエコパークの説明を聞いた後、しおりを受
け取った子ども達も予想以上に喜んでくれて、当初の趣旨以上に価値ある企
画になったと感じています。これから様々な場所で活躍していく子ども達が、
どこにいても高千穂の自然の素晴らしさを思い起こせるようなプレゼントを
贈れたのではないでしょうか。
　ご神木だけに、このしおりが本の隙間から子ども達の健やかな成長を見
守ってくれることを祈っています…

菊ノ宮神社の杉の倒木 ( 御神木 )
を利用。

2017 年高千穂町全域を含む祖母傾
大崩山系周辺が、自然と人間社会
の共生を目的としたユネスコエコ
パークに認定。

祖母工房で一枚ずつ削り出し、
やすりをかけて、焼き印を押印。
（私も少し加勢しました♪）

学業成就の神様としても知られる
天児屋根命 (アマノコヤネノミコト)
を奉っている菊ノ宮神社の御神木。

校長室での贈呈式。
「本を読むたびに思い出します」と
新聞のインタビューでもしっかり答
えてくれました。
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感謝と安全を祈願
祖母山山開き前夜祭
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戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に
戦没者並びに公務殉職者追悼式

たかちほっとニュース


